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■
牡
鹿
半
島
癒
し
の
旅「
海
辺
の
休

日
２
泊
３
日
」プ
ラ
ン

　

自
然
と
た
わ
む
れ
、漁
村
で
ゆ
っ
た

り
、の
ん
び
り
過
ご
し
、新
鮮
な
魚
介

類
や
鯨
料
理
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
、

格
安
で
連
泊
で
き
る
プ
ラ
ン
を
企
画
し

ま
し
た
。潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、海
辺

の
時
間
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　

月　

日（
金
）ま
で

１２

２８

※
平
日
限
定
の
企
画
で
す
。

特　

典　

牡
蠣
、ホ
タ
テ
剥
き
の
無
料

体
験
。※
有
料
で
船
釣
り
体
験
も
で
き

ま
す
。海
の
状
況
に
よ
り
体
験
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

料　

金　

1
0
、0
0
0
円

問（
社
）石
巻
観
光
協
会
牡
鹿
事
務
所

　

�　

－

3
4
5
6

４５

参
加
宿　

鮎
川
浜　

あ
ゆ
か
わ
荘
�

　

－

2
0
3
9
、み
な
み
荘
�　

－

４５

４５

■
雄
勝
硯
伝
統
産
業
会
館「
無
料
制

作
体
験
・
気
軽
に
創
ろ
う
！
石
っ
こ

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」

　

玄
昌
石
を
使
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

製
作
が
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
は
直
径
３ 
㌢
㍍ 
程
度
の
薄

い
丸
型
で
、思
い
思
い
の
言
葉
や
絵
を

描
く
こ
と
が
で
き
、出
来
た
作
品
は
自

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
土
産
品
と

な
り
ま
す
。※
先
着
１
、０
０
０
人

　

月　

日（
金
）ま
で

１１

３０

と
こ
ろ　

雄
勝
硯
伝
統
産
業
会
館

入
館
料　

大
人　

円　

子
ど
も　

円

２５０

８０

（
期
間
中
の
特
別
料
金
）

問 
雄
勝
硯
伝
統
産
業
会
館
�　

－

３
２
１
１

５７

■「
仙
台
・
宮
城
ま
る
ご
と
召
し
上
が

れ
！
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

　

県
内　

カ
所
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

１００

を
実
施
し
、
抽
選
で
特
産
品
が
当
り
ま

す
。
サ
ン
フ
ァ
ン
館
や
石
ノ
森
萬
画
館

な
ど
観
光
施
設
な
ど
に
「
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
置
い
て
い
ま

す
の
で
、
詳
細
を
ご
覧
の
上
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

月　

日（
月
）ま
で

１２

３１

内　

容

市
内
参
加
施
設
お
よ
び
参
加
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
内
容

①
道
の
駅「
上
品
の
郷
」

　

フ
ラ
ン
ス
鴨（
ス
ラ
イ
ス
）特
別
価
格

2
5
0
1
、新
山
浜　

泰
平
荘
�　
４５

－

2
7
5
4

■
金
華
ブ
ラ
ン
ド
料
理
店

　
　
　
　

「
オ
ー
ド
ブ
ル
・
カ
フ
ェ
」

　

「
金
華
ブ
ラ
ン
ド
」と
呼
ば
れ
る
石

巻
が
誇
る
新
鮮
な
魚
介
類（
鰹
、サ
バ
、

銀
鮭
）と
鯨
や
牡
蠣
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
お
試
し
価
格（
少
量
）で
気

軽
に
ご
賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。

　

月　

日（
日
）ま
で

１２

２３

※
土
・
日
の
み　

午
前　

時
〜

１１

※
無
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

料　

金　

円
〜

１００

※
料
理
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

石
巻
市
観
光
物
産
情
報
セ

ン
タ
ー「
ロ
マ
ン
海
遊　

」
２１

問　

（
社
）石
巻
観
光
協
会

　
　

�　

－

6
4
4
8
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プ
レ
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
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開
催
し
て
い
ま
す 　
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

１
、０
０
０
円（
通
常
１
、３
０
０
円
）

②
ロ
マ
ン
海
遊　
２１

　

（
鯨
の
大
和
煮
・
カ
レ
イ
の
縁
側
・
金

華
サ
バ
）缶
詰
を
セ
ッ
ト
に
し
、特
別

価
格
１
、０
０
０
円（
通
常
１
、２
０

０
円
）

③
鮎
川
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

「
開
運
鯨
御
膳
」（
鯨
刺
身
・
鯨
か
つ

な
ど
）を
特
別
価
格
１
、５
０
０
円

④
峠
の
湯　

追
分
温
泉

　

海
鮮
刺
身
盛
料
理
ま
た
は
海
鮮
炭

火
焼
料
理
特
別
価
格
４
、０
０
０
円

（
入
浴
料
、室
料
込
み
）

問　

仙
台
・
宮
城
D
C
推
進
協
議
会

　
　

�　

－

　

－

２
８
９
５

０２２

２１１

　

市
で
は
、中
小
企
業
で
働
く
皆
さ
ん

の
生
活
安
定
の
た
め
に
、資
金
の
融
資

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
融
資
対
象
者

　

市
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る

方
ま
た
は
市
内
の
企
業
に
引
き
続
き
１

年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方
で
、債
務
の

全
部
を
弁
済
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
方

●
資
金
使
途

①
一
般
生
活
資
金
＝
婚
姻
、出
産
、療

養
、葬
祭
、住
居
移
転
、住
宅
の
修
理
、

通
勤
用
自
動
車
購
入
、災
害
復
旧
な

ど②
教
育
資
金
＝
学
校
へ
の
入
学
ま
た
は

在
学
に
必
要
な
資
金

（
借
金
の
返
済
、日
常
の
生
活
費
な
ど

に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

●
融
資
条
件

①
融
資
額　
　

万
円
以
内

２００

②
貸
付
利
子

一
般
生
活
資
金　

年
２
・　

％
４４

教
育
資
金　
　
　

年
１
・　

％
７４

③
償
還
期
間

一
般
生
活
資
金　

７
年
以
内

教
育
資
金　
　

年
以
内（
据
置
期
間

１０

５
年
以
内
）

④
連
帯
保
証
人　

１
人
以
上
ま
た
は

�
日
本
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の
保

証（
保
証
料
を
助
成
す
る
制
度
も
あ
り

ま
す
）

問　

（
取
扱
金
融
機
関
）東
北
労
働
金

庫
石
巻
支
店
�　

－

３
３
５
５

２２

　

前
月
号
に
続
き
、現
在
、開
催
中
の「
プ
レ
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
に
も
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
特
別
企
画
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
、

友
人
や
知
人
の
方
々
に
も
こ
の
機
会
に
石
巻
へ
の
観
光
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
融
資
制
度

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
融
資
制
度

▲開運鯨
御膳 ▲フランス鴨スライス

▲

缶
詰
セ
ッ
ト

▲

海鮮炭火焼料理
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こ
の
た
び
、�
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
、平
成　

年
度
コ
ミ
ュ
ニ

19

テ
ィ
助
成
を
受
け
、住
み
良
い
地
域

づ
く
り
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
も
の
で
、

助
成
を
受
け
た
団
体
と
事
業
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
日
和
山
会
館
運
営
委
員
会

　

日
和
会
館
運
営
委
員
会
は
、地
元

の
４
町
内
会
で
運
営
さ
れ
、地
域
住

民
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

展
開
し
て
お
り
、そ
の
た
め
に
必
要

な
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

�
黄
金
浜
会
館
運
営
委
員
会

　

黄
金
浜
会
館
運
営
委
員
会
は
住
民

福
祉
の
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
推
進
に
努
め
、地
域
の
子
供
会
や

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動
に
も
積
極

的
に
支
援
し
て
お
り
、そ
れ
ら
の
活

動
に
必
要
な
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

�
牧
山
参
道
会
館
運
営
委
員
会

　

牧
山
参
道
会
館
運
営
委
員
会
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、世
代

を
超
え
た
交
流
を
行
い
、な
お
一
層

の
親
睦
と
福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
お

り
、そ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
備
品

を
整
備
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
で
地
域
づ
く
り

宝
く
じ
助
成
で
地
域
づ
く
り

　

今
回
整
備
さ
れ
ま
し
た
備
品
に
よ

り
、地
域
住
民
の
触
れ
あ
い
を
深
め
、

よ
り
一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問　

市
民
活
動
推
進
課（
内
線
5
4
5
）

　
　

各
総
合
支
所
総
務
企
画
課

▲黄金浜会館運営委員会▲牧山参道会館運営委員会

北鰐山墓地の移転にご協力ください

　市では、北鰐山墓地から他の墓地などに墓所を移転す

る方に対して、条件により祭し料の交付、移転資金の融

資あっせんを行っています。また、石巻霊園に移転する

場合は、使用料の減免が受けられます。移転にご協力願

います。

北鰐山墓地への不法投棄・車両放置はやめましょう

　北鰐山墓地は故人が眠る安らぎと追慕の場です。ゴミ

を捨てたりすることは故人の霊を冒とくする行為ですの

で絶対にやめましょう。また、道路に面した移転墓所の

跡地は墓参者用の駐車場で、総合体育館臨時駐車場区域

を除き、一般の方の駐車は禁止しています。墓参者以外

の駐車や車両放置は絶対にやめましょう。

石巻霊園を使用されている方にお願い

　市の霊園や市有墓地の使用者が死亡などで変わったと

きや、引っ越しなどで住所が変わったときは、市民課へ

の死亡届や転居届の届け出とは別に、環境対策課への届

け出も必要です。届け出をしないままにしておくと墓地

の使用ができなくなることもありますので、必ず届け出

をするようにしてください。なお、合併や住居表示変更

にともなう住所変更の届け出は必要ありません。

石巻霊園への不法投棄はやめましょう

　石巻霊園内のごみ置き場は、墓参者が供物や花（持ち

帰りが基本原則）を置いていく場所です。一般ごみの持

ち込みは、不法投棄扱いで立派な犯罪となります。一般

ごみの持ち込みは絶対にやめましょう。

問　環境対策課（内線５０７･５０８）

　平成19年度石巻市は宮城県教育委員会から、「キャリ

ア教育実践プロジェクト事業」の「宮城県キャリア・ス

タート・ウィーク推進地域」の指定を受けました。

○「キャリア・スタート・ウィーク」とは？

・地域に学び、ともに生きる心や感謝の心を育み、自立

性を高めるなど、学校では体験できないさまざまな活動

に挑戦し、「生きる力」を育成する活動です。

・子どもたちの勤労観、職業観を育てるために、中学校

において５日間以上の職場体験を行う活動です。５日間の

職場体験を実施することにより、生徒たちは体験先の

人々との触れ合いを通して、働くことの素晴らしさや喜

び、厳しさなどを深く学ぶことができます。「緊張の１日

目」、「仕事を覚える２日目」、「仕事に慣れる３日目」、「創意

工夫する４日目」、「感動の５日目」と、５日間が、生徒一

人ひとりに「学ぶこと」「働くこと」「生きること」の意義

をじっくり考える機会を与えてくれます。

・職場体験の機会の確保など社会全体、市民の皆さんの

協力が必要になります。

○実施中学校・学年

・石巻中学校　第２学年全員（１０１人）

・門脇中学校　第２学年全員（１１１人）

○実施期間

　11月12日（月）～16日（金）５日間連続

○職場開拓

　約１００カ所の職場に引き受けていただきました。（決定

済）

＊この５日間、街中に職場体験中の生徒があふれます。

どうぞ、お声がけをお願いします。

問　学校教育課（内線611）

キャリア・スタート・ウィーク
中学生が5日間連続で職場体験を行います


